
 知っ得 ご存知でしょうか？たよりになる　この力を 一人で悩まないで　まず　お気軽にお電話を

　河内長野市（市からの受託事業） 
　　　　中部地域包括支援センター 

　　所在地：上田町155-5 
 電　話： 0721-55-3451

　高齢者の皆さんを支えるための拠点です 
　お気軽にご相談ください。相談無料、プライバシー厳守 
　困りごとができたら、先ず電話してください。 
　保健師　社会福祉士　主任ケアマネージャーが対応

　河内長野市社会福祉協議会 
　　　　（市からの受託事業） 
いきいきネット相談支援センター 
　　   所在地：加賀田公民館内 
電　話： 080-1457-1416 

　福祉に関する、あらゆる相談に対応。 
　　相談無料　プライバシー厳守 
　困りごとができたら、先ず電話してください。 
　CSW(コミュニティーソーシャルワーカー）が対応

あとがき 
　今回のTopicは阪南市の「箱の浦自治会まちづくり協議会」 
行政に頼らない!? 紙面では書き尽くせない様々なノウハウでまちづくりを実践されています。 
知っ得コーナーでは認知症相談のおれんじカフェ「カフェ・ド・フルール」を掲載しております。 
また、3月新たに「加賀田中学校区青色防犯パトロール隊」が石仏小学校区まちづくり会の構成 
メンバーに加入いただきました、会員募集も兼ねてご案内させていただきます。 

　ご意見等ございましたら、こちらまで　→ →　　ishishokkmachidukurikai@yahoo.co.jp 

わたしの趣味　＊皆さんの趣味を募集しています。

発行部数：2,500部　配布先：石仏小学校区全戸・学校・公益活動諸団体　　発行者：会長　亀井敬二 
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　あなたのまちのホットスペース「まちかどカフェ」 
　　　　（河内長野市おれんじカフェ連絡会） 

カフェ・ド・フルール 
　　   所在地：南青葉台6-15寿里苑フルール内 

　認知症のことを知りたい！認知症の相談 
　どなたでもお気軽にお立ち寄りください。 
　毎月第一火曜日　14時～16時　（飲食代実費） 
地域の様々な人が顔を合わせ対話し、つながりを実感できる場所

石仏小学校区まちづくり会 だより No.16
2019年5月発行ほ つ り

当会の願い： 
　超少子・超高齢・核家族化社会の到来によって 
  地域に生じてきている様々な課題を地域のみんなで解決する
「地域住民による　地域のためのまちづくり」を 
  めざしています。みなさんの一層のご理解とご支援 
  ご参加をお待ちしております。

  Topic　箱の浦 自治会まちづくり協議会を見学。
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行政に頼らず「箱の浦のことは箱の浦で解決する」 
　阪南市箱の浦は820所帯、南青葉台と同じ位。 
　最寄りの駅まで２km以上、交通の便が悪く 
　地域内にはコンビニが１店舗だけの買い物困難 
　地域。「いつまでも住み続けることができる 
　箱の浦」を実現させるため自治会役員経験者 
　民生委員、校区福祉委員、ボランテイア活動 
　経験者、有志が集まり2012年６月に設立 
　名の示す通り自治会とまちづくりが表裏一体と 
　なって活動を行なっている。
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行政に頼らない財政基盤 
1.おしゃべりサロン  2.箱の浦 朝市  3.再生資源回収 
4.お助け隊  これらの事業で年間約100万円の 
   財源を作っている、この中から赤字事業の家賃を補填 
　また民間団体の各種助成金に応募し毎年数十万円の 
　剰余金を計上している。 
2017.11 NHK・読売新聞共催「あしたのまち・くらし 
づくり活動賞」2018.3  大阪いずみ市民生協「とまとちゃん
福祉基金」2018.5  近畿労働金庫「2017年度近畿ろうきん
NPOアワード」　　　　　　　　　＊2017年以降の受賞助成金



　天見川一斉清掃活動 PT  　　　        PTリーダー西尾　☎65-1015

　学校支援ボラアンティア増員 PT　　　　　PTリーダー丸山　☎62-3877

石仏小学校が地域の皆さんに支援を求めている学校行事 
  5月25日（土）8:30～環境整備　　6月初旬 ：プール清掃 (２回） 
  7月下旬 ：プール授業見守り 
  8月下旬 ：環境整備活動（草抜き、樹木剪定、芝生整備）　　　　　　 
10月中旬 ：運動会準備（杭打ち、ロープ張り、草抜き） 
11月下旬 ：加中・石小合同クリーンキャンペーン（落ち葉、側溝清掃） 

＊石仏小学校区の皆さんにお願い 

　石仏小学校は昭和56年に開校。当時は1,000名近い生徒がいましたが 
　現在は223名になっています。地域の協力なくしては学校行事が円滑に行えないのが現状です。 
　詳細日時が決まり、ご都合がつくようでしたら是非ご協力ください。 
　　         
　　 連絡先：石仏小学校 ☎ 68-8766 坂田教頭　石小まちづくり会学校支援PTリーダー丸山茂樹 ☎  62-3877 

プロジェクトチーム 

PT活動　ボランティア活動に関心のある方はご連絡ください。

   3月3日（日）AM9:00より各地区の皆さんが多数ご参加いただき、一斉清掃を無事終えることができました。 
　　厚く御礼申し上げます。参加されたのは 新町13、石仏12、加賀田8、南青葉台7、北青葉台7、尾崎2  合計　49名 
　　石仏小学校区のほぼ全域の方々がお集まりいただきました。「私たちの川は私たちの手で」 

＊1年に一度だけですが来年度も参加をお待ちしております。（毎年３月第1日曜開催） 

Topic 　地域の皆さんの活動ご紹介　　　　　　　　　
加賀田中学校区 青色防犯パトロール隊 
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よろしくお願い申し上げます。 

青パト隊員・協力員さん募集中 
現在の隊員さんは３２人、毎月平均１０～１５日、活動者数平均１５人
で登下校時パトロールをしています。また、地域行事への参加、広報活動
の支援も行ってきました。今後も活動を継続する事が一番大事と考えてお
ります。犯罪を未然に防ぎ、子どもからお年寄りまで安全・安心して暮ら
せる街づくり活動を続けていきたいと思います。隊員の平均年齢は、７０
を超えており、６０歳代活動家の参加と、児童のパパ、ママの応援もよろ
しくお願いいたします。 
＊お問い合わせは下記までご連絡下さい。　　
　◎代表　岸本健三　(62)2361  ◎事務局長　中西和美　(65）1804
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　あなたのまちのホットスペース「まちかどカフェ」 
　　　　（河内長野市おれんじカフェ連絡会） 

カフェ・ド・フルール 
　　   所在地：南青葉台6-15寿里苑フルール内 

　認知症のことを知りたい！認知症の相談 
　どなたでもお気軽にお立ち寄りください。 
　毎月第一火曜日　14時～16時　（飲食代実費） 
地域の様々な人が顔を合わせ対話し、つながりを実感できる場所

石仏小学校区まちづくり会 だより No.16
2019年5月発行ほ つ り

当会の願い： 
　超少子・超高齢・核家族化社会の到来によって 
  地域に生じてきている様々な課題を地域のみんなで解決する
「地域住民による　地域のためのまちづくり」を 
  めざしています。みなさんの一層のご理解とご支援 
  ご参加をお待ちしております。

  Topic　箱の浦 自治会まちづくり協議会を見学。
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行政に頼らず「箱の浦のことは箱の浦で解決する」 
　阪南市箱の浦は820所帯、南青葉台と同じ位。 
　最寄りの駅まで２km以上、交通の便が悪く 
　地域内にはコンビニが１店舗だけの買い物困難 
　地域。「いつまでも住み続けることができる 
　箱の浦」を実現させるため自治会役員経験者 
　民生委員、校区福祉委員、ボランテイア活動 
　経験者、有志が集まり2012年６月に設立 
　名の示す通り自治会とまちづくりが表裏一体と 
　なって活動を行なっている。
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行政に頼らない財政基盤 
1.おしゃべりサロン  2.箱の浦 朝市  3.再生資源回収 
4.お助け隊  これらの事業で年間約100万円の 
   財源を作っている、この中から赤字事業の家賃を補填 
　また民間団体の各種助成金に応募し毎年数十万円の 
　剰余金を計上している。 
2017.11 NHK・読売新聞共催「あしたのまち・くらし 
づくり活動賞」2018.3  大阪いずみ市民生協「とまとちゃん
福祉基金」2018.5  近畿労働金庫「2017年度近畿ろうきん
NPOアワード」　　　　　　　　　＊2017年以降の受賞助成金
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